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本研究が対象とした授業は、2016 年 9 月か




























































された 8 つの文法項目（＝①受動態 ②不定
詞（目的を表す副詞的用法）③関係代名詞
主格の who ④比較 ⑤疑問詞 where ⑥過去
形 ⑦三人称単数現在の S ⑧経験を表す現



































































データ（データ 1 とデータ 2）として利用
した。詳細は後述する。
3.2 参加者
研究の参加者は 24 名 で、全員が大学の英語
教職課程に学び英語科教育法を受講していた。

























～「4 回以上」までの 5 つの選択枝の中から回
答者が自分の状況に合う答えを選ぶ、というも













ら質問 5 についてはいずれも、ｱ） 大いに思う、















データ 1 の 1 から 5 までの質問はいずれも質
問 6、質問 7 に対する回答内容と関連があるが、






































データ 1, データ 2 の順序で、分析した研究
結果について報告したい。









































































































































































































































































































































・ 生徒の指名の仕方ひとつで、生徒の “ 当事
者意識 ” は大きく違ってくると感じた。
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に「教師の成長」（玉井 , 2009b、横溝 , 2009、
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＊質問2～5への回答の選択枝： ｱ) 大いに思う ｲ) 思う ｳ) どちらとも言えない  
 ｴ) あまり思わない  ｵ) 全く思わない 
＊質問1への回答の選択枝： ｱ) ４回以上ある ｲ) ３回ある ｳ) ２回ある  
 ｴ) １回ある ｵ) 今回のMTが初め 
 
ア) イ) ウ) エ) オ)
合計 平均
回 答 者 数
質　　　　　　　　　問
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